
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
は
、
工
学
部
実
験

研
究
棟
（
電
気
電
子
棟
）
改
修
に
伴
う
埋

蔵
文
化
財
発
掘
調
査
を
０２
年
５
月
２０
日
か

ら
７
月
３０
日
ま
で
実
施
し
た
。
調
査
の
最

大
の
成
果
は
、
上
層
に
１７
世
紀
後
半
か
ら

１８
世
紀
に
か
け
て
の
「
石
組
み
船
入
状
遺

構
」、
下
層
に
１７
世
紀
前
半
の
「
素
掘
り

船
入
状
遺
構
」
を
重
複
し
て
検
出
し
た
こ

と
で
あ
る
。

「
素
掘
り
船
入
状
遺
構
」（
写
真
１
）
は

そ
の
一
部
を
確
認
し
た
の
み
で
あ
る
が
、

出
土
遺
物
か
ら
１７
世
紀
前
半
と
推
定
さ
れ

た
。
こ
の
時
期
、
現
在
の
工
学
部
付
近
は

安
宅
島
と
呼
ば
れ
、
国
文
学
研
究
資
料
館

史
料
館
所
蔵
『
御
山
下
画
図
』（
寛
永
年

間
製
作
と
推
定
）
に
は
阿
波
藩
の
「
船
置

所
」
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
絵
図
に
は

助
任
川
か
ら
西
に
向
か
う
水
路
が
見
ら
れ

る
。
こ
の
水
路
か
ら
南
側
に
入
る
船
着
場

を
造
っ
て
い
た
と
推
測
す
れ
ば
、「
素
掘

り
船
入
状
遺
構
」
は
そ
れ
に
該
当
す
る
可

能
性
が
非
常
に
高
い
。
こ
の
公
的
な
「
船

置
所
」
は
、
１
６
３
９
年
に
福
島
安
宅
へ

移
さ
れ
る
。

「
石
組
み
船
入
状
遺
構
」（
写
真
２
・
３
）

は
、
幅
約
５
ｍ
、
深
さ
約
１．１
ｍ
の
素
掘
り

で
あ
る
が
、
そ
の
西
側
に
緑
泥
片
岩
の
石

組
み
護
岸
を
構
築
し
て
い
る
。
石
組
み
は

北
側
へ
延
び
て
い
く
と
思
わ
れ
る
が
、
撹

乱
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て
い
る
。「
素
掘

り
船
入
状
遺
構
」
の
上
に
設
置
さ
れ
、
１７

世
紀
後
半
か
ら
１８
世
紀
の
遺
物
が
出
土
し

て
い
る
。
こ
の
時
期
に
は
、
す
で
に
福
島

安
宅
に
新
「
船
置
所
」
が
建
設
さ
れ
て
い

る
。
一
方
、
１７
世
紀
中
頃
に
旧
安
宅
島
は

宅
地
化
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
個
人
蔵
『
阿

波
国
徳
島
城
之
図
』（
１
６
４
６
年
）
の

絵
図
で
確
認
さ
れ
、
こ
の
地
は
民
澤
家
の

屋
敷
地
と
な
る
。
絵
図
に
は
描
か
れ
て
い

な
い
も
の
の
、
１７
世
紀
前
半
の
旧
安
宅
島

「
船
置
所
」
施
設
を
宅
地
化
以
後
も
利
用

し
て
、
宅
地
内
に
船
入
を
造
り
、
私
的
な

水
運
を
行
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

「
素
掘
り
船
入
状
遺
構
」
は
徳
島
城
下
町

で
、
そ
し
て
全
国
で
も
江
戸
時
代
初
期
の

特
殊
遺
構
と
し
て
、「
石
組
み
船
入
状
遺

構
」
は
常
三
島
遺
跡
で
は
初
め
て
の
石
組

み
遺
構
と
し
て
、
極
め
て
貴
重
な
発
見
と

言
え
る
。
石
組
み
部
分
に
関
し
て
は
、
埋

め
戻
し
て
保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
部
分
は
新
電
気
電
子
棟
の
渡
り
廊
下

と
な
る
。
完
成
時
に
は
、「
石
組
み
舟
入

状
遺
構
」
の
位
置
を
廊
下
床
面
に
表
示
す

る
と
共
に
説
明
板
を
床
に
埋
め
込
む
予
定

で
あ
る
。
国
民
共
有
の
財
産
で
あ
る
埋
蔵

文
化
財
の
一
部
を
後
世
の
人
々
に
残
し
て

い
く
こ
と
、
遺
構
の
位
置
を
示
し
説
明
す

る
こ
と
は
、
歴
史
教
育
や
埋
蔵
文
化
財
保

護
、
そ
し
て
大
学
・
社
会
に
お
け
る
教
育

普
及
活
動
に
も
大
い
に
意
義
の
あ
る
も
の

で
あ
る
。

写
真
１

素
掘
り
船
入
状
遺
構
（
写
真

下
の
落
ち
込
み
が
「
素
掘
り
船
入
状
遺

構
」、
写
真
上
に「
石
組
み
船
入
状
遺
構
」

の
南
端
石
が
見
え
る
、
西
よ
り
）

常
三
島
遺
跡
の
船
入
状
遺
構さ

だ

も
り

ひ
で

お

埋
蔵
文
化
財
調
査
室
室
長

定

森

秀

夫

投投稿稿 埋埋蔵蔵文文化化財財調調査査室室

写真２ 石組み船入状遺構（東より）

写真３ 石組み船入状遺構（南東より）

写真１ 素掘り船入状遺構
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